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介護技術講習会の授業評価と受講生の意識・行動変化に関する研究
A Study about the Class Evaluation of the Care Skill Workshop
and Participant's Consideration and Action Change
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図18意識・行動変化のカテゴリカル正準相関分析
　　によるユークリッド距離モデル
4．考察
2
　介護技術講習会は、実務経験者の国家資格取得に
関わる講習会である。単に、実技試験と講習会を通
しての態度点を総合して修了認定していくだけで
なく、日頃の介護の質を向上するための行動変容を
求めている講習会でもある。たった4日間（32時間）
しかない期間で国が示す内容を受講生が習得して
いくために5年間試行錯誤を行った。そして、授業評
価と意識・行動の変化の結果より受講生からみた介
護技術講習会の課題を検討した。
事例A学び
事⑱B学び
意識変化
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行動変化
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日頃の介護
図17意識・行動変化のクラスター分析による
　　デンドログラム
（1）受講環境の改善と動機付けの工夫
　授業評価の各尺度について平均値は、意義・目的
の伝達と指導・アドバイス、デモンストレーション、
受講生間の交流、学生演習への態度・対応、講習会の
ねらいが5点満点中4点を超え高得点となった。一方、
教材の工夫、環境が他の項目に比較し3点台後半で
あり低値であった。
　環境に対して、ベッド数や日数と日数の間隔、時
間帯が低値を示した。一回の講習会は、最大の40名
で行っていることから、受講生の人数を少なくし1
ベッドあたりの人数を少なくすることによってベ
ッド数は多くなると考える。ただし、そのようにす
ると統括して全体を把握している指導者がなくな
ることによる弊害も大きい。ベッド数を多くすると
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いうことは、他の受講生の演習を見学するのでなく
自分で演習したいということでもあるので演習時
間の配分と関連し考慮していく必要もある。
　演習時間の使い方では、年齢の高い方が演習の進
み方は早いと感じていた。また、総合評価で不合格
だった受講生は、時間が足りないという思いが強く、
休憩時間や演習時間が適切ではなかった。一方、演
習内容を日頃の介護に活用した受講生は、休憩時間
は確保されていたとあり、説明時間と演習時間のバ
ランスもとれていたことにより、4日間の講習会の
みで習得するのではなく、日頃の介護に活用してい
くことで習得できることを動機づけすることも大
切であると考える。
　日程の間隔では、2週間で4日間から以前のように
1ヶ月間に4日間で行ってみて比較してもよいと考
える。受講生の集中が続き、習得しやすく行動が変
容できる期間を追及していくことが大切である。
　さらに、学んだことを活用している受講生にとっ
て時間帯や指導体制も普段の介護の援助に活用し
ているので現場で、活用していない受講生に比べて
有意差があった。
　4日間を含める2週間や1ヶ月間が介護の質を高
めるための講習会の期間として考え、もっと事例の
学びを日頃の介護内容に活かす動機づけをし、受講
生が行動変容しそのことが効果的であると思える
体験が必要である。
（2）受講生の特性と個別性を踏まえた丁寧で理解し
　やすい指導の確立
　一般的に年齢が高くなるにっれ、新しいことに対
して習得できにくく、これまでの習慣は変えられな
い傾向がある。習得に関しては、総合評価の合否では、
年齢に対して有意差はない9）としながらも、本研究
では年齢が高い受講生には、ゆっくり時間をかける
必要があるという結果が出た。行動変容に関しては、
年齢が高くなっても、介護に対し意識や行動の変化
もみられた。ゆっくりかけて行動変容できるために
必要であれば、補習を行うなど習得できるような体
制が必要である。今までも、合格できなかった受講
生に対しては補習を行ってきた経緯もあり、継続す
る必要があると考える。
　受講生の在宅群が施設群と比較し身体的な介護
が少ないことに関して、総合評価の合否に有意差は
なく1°）事例の内容の学び、活用、講習会のねらいに
対する活用でも施設群との有意差がなかった。さら
に、介護技術の研修経験の有無との有意差もなく、
講習会のねらいや演習内容に応じて意識や行動の
変化を起こすことがわかった。
　これらのことから、指導者として年齢が高いから
習得しにくく活用しにくいとか、在宅だから身体介
護が少ないからなどという先入観で指導してはな
らないと考える。
　総合評価で不合格であった受講生は、演習の理解
と時間をかけることが必要であった。事実、不合格
者に補習を行うことによって、国が求めるレベルま
で向上でき、修了することができている。習得過程
において、学習の前後で成績がよい学習者では、は
じめバラバラであった概念間に結びっきが生じ、知
識が構造化すること11）より、技術も根拠と結びつけ
ながら構造化していく。その過程にかかる時間は人
それぞれなので、個別に丁寧に指導していくことが
重要であると考える。
　演習内容や演習の要点の把握については、学んだ
内容によって自分の介護が変化した受講生にっい
ては、できていない受講生よりわかりやすいと感じ
ていた。また、演習内容を示すデモンストレーショ
ンもわかり易いものであった。一方、総合評価に受
からなかった受講生は、演習の要点がわかりにくく、
指導者のアドバイスも理解しにくかった。また、デ
モンストレーションは時間が短くわかりにくいも
のだった。年齢が高くなるほど、デモンストレーシ
ョンはわかりにくいものとなっている。このことか
ら、デモンストレーションについて指導者としてわ
かりやすい方法を追求する必要がある。
（3）意識や行動の変化には、講習会での指導者と受
　講生の関係を形成することが重要
　学びと意識の変化については学んだことによる
意識の変化と活用をしたことによる行動の変化が
分かれたことによって、意識と行動の変化は段階が
あり、学びだけでは行動の変化が起きない。
　介護の質を向上するためには、意識変化ばかりで
なく、行動も変化をすることが必要となってくる。
　そこで、介護技術講習会で学ぶことにより、ねら
いである意思確認など相手を尊重する態度の育成、
自立支援に向けた根拠のある介護技術の習得に意
識の変化や行動の変化をした受講生とあまり変化
することなく修了した受講生と分けて分析をして
みた。
　受講生の意識と行動の変化を4つのタイプに別け
たとき、意識と行動に変化のあった受講生が、授業
評価で講習会のねらいを十分納得し、行動へと移っ
ていた。また、年齢の高低に分けた場合、年齢が上が
っても、介護に対し意識や行動の変化もすることが
わかった。さらに、介護技術の研修経験の有無との
有意差もなく、講習会のねらいや演習内容に応じて
意識や行動の変化を起こすことがわかった。意識と
行動が変化した受講生は、講習会のねらいを十分納
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得し、行動へと移っていた。また、年齢の高低に分け
た場合、年齢が上がっても、介護に対し意識や行動
の変化もすることがわかった。さらに、介護技術の
研修経験の有無との有意差もなく、講習会のねらい
や演習内容に応じて意識や行動の変化を起こすこ
とがわかった。意識と行動が変化した受講生は、講
習会のねらいを十分納得し、行動へと移ったと考え
る。また、講習会のねらいと受講生の交流に関係性
があるので、意識・行動の変化している人、意識の変
化は講習会ではなかったが、行動の変化のあった人
が他の受講生に影響を与えるならば、教育効果は高
まると考えられる。交流として受講生同士が成功体
験を語ることで、他の受講生も変わってくるという
循環をもたらすのではないかと考えた。
　また、授業評価の分析により、指導と態度に交流、
デモンストレーション、講習会のねらい、満足と関
連性を持っていた。講習会の指導者の与える影響は、
指導者の指導と態度が良ければ非常に満足した結
果になった。
　村瀬（2004）は、教員と学生間では、学生の発言を
取り入れることにより教員の発言も豊かになり学
生の発言を誘発するという相互作用があるといっ
ている12）。
　伊藤（2004）も授業過程においては、対話に着目
して学力差がみられるクラスで、高成績を含むクラ
スで、教員が生徒の発言を取り入れることで教員の
発言も豊かになり、さらに生徒の発言を誘発してい
くという相互作用がみられるといっている13）。
　受講生は、国家資格取得という動機づけがしっか
りしているので、授業に真剣に臨んでいた。そのこ
とが指導者の指導によい影響を与えていると考える。
そして、指導者が受講生との関係性も大切にするこ
とによって、単に専門知識の指導にとどまらず、受
講生の知識や意識・行動も変化していくことで介護
の質の向上が期待できる結果になることが明らか
になった。
5．結論
　本研究により、介護技術講習会の授業評価と意識・
行動の変化の結果より受講生からみた介護技術講
習会の課題は以下の通りになった。
　（1）受講環境の改善と動機付けの工夫が必要である
　（2）受講生の特性と個別性を踏まえた丁寧で理解
　　しやすい指導の確立する
　（3）意識や行動の変化には、講習会での指導者と
　　受講生の関係を形成することが重要である
おわりに
　介護技術講習会は、国家資格取得のカリキュラム
変更により存続については不透明である。しかし、5
年間の実績により、介護についてほとんど経験のな
い学生を教育していく養成校で、介護の現場で国家
資格取得資格者への指導から得るものは大きい。そ
して、より質の高い介護福祉士の育成を目指す養成
校として研鎖していく必要を感じた。
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